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調査の背景・目的

• 農林水産業・地域の活力創造本部において、2016年５月に「農林水産業の輸
出力強化戦略」(以下「輸出力強化戦略」)が取り纏められ、官民一体となって実
行していくことが求められている

• 戦略の一環として、日本食への需要度及び一人当たり名目GDPが高く、周辺国
への波及効果が期待できるシンガポールにおいて、日本産品の産直市場を設置
することが定められている

• シンガポールへの輸出拡大に留まらず、日本食文化の普及にも貢献しうる取組で
あり、まずはシンガポールで成功事例を創出し、アジア各国へ横展開していくことが
肝要

背景

• 輸出力強化戦略に定められた「シンガポールにおける産直市場設立」に関して、
円滑な実行・効果創出に向けて、現地調査に基づくフィージビリティスタディを行い、
事業性を評価した上で、目指すべき方向性を明らかにする

• また、具体的な取組・施策に繋がる実効的な調査とすべく、消費者ターゲット、商
品・サービスイメージの具体化を図る

目的
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産直市場の想定事業モデル

農産物・畜産物・水産物・加工食品等を仕入れた上で、航空会社・フォワーダーを利用
してシンガポールの産直市場へ直送し、消費者への小売(BtoC)・バイヤーへの卸売
(BtoB)に加え、周辺国への再輸出を行うことを想定。
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農業地(Choa Chu Kang：Lorong Semangka)、物流/交通拠点(Jurong
East)、商業地(Orchard)を立地候補地のサンプルとして、事業性を評価。

産直市場の立地候補地(サンプル)

候補地①

Choa Chu Kang※1
(Lorong Semangka)

候補地②

Jurong East※2
候補地③

Orchard

※1：以降、報告書内で、“CCK”と略すケースがある
※2：以降、報告書内で、“JE”と略すケースがある
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エグゼクティブサマリ(立地候補地分析)

候補地①

Choa Chu 
Kang

立地候補地(3ヶ所)

候補地②

Jurong
East 候補地③

Orchard

Choa Chu 
Kang

Jurong
East

Orchard

1

2

3

産直市場の主要ターゲットと想定する中間層以上の集客及び物流等の
インフラ整備を見据えると、立地候補地の更なる検討が必要。

メリット

• 複合施設(宿泊+飲食)が
建設可能な広さ・要件の
土地を有し、土地の賃料
は最も安価

 現状、農業地であり、
事業に必要な認可
取得が必要

• MRT/バスの交通ハブで通
行客が多い上、今後、副
都心化が進み、中間層を
中心に人口も増加見込

• 富裕層を含めた周辺人口
が多く、全国からの集客/
観光客利用が見込める好
立地

デメリット

• 近隣のCCK駅付近に中間
層の集積が見られるものの、
駅からの距離が遠く、集客
に向けてｼｬﾄﾙﾊﾞｽ運営や
ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ等の工夫が必要

• 現状、農業地であり、施設
建設に向けた初期投資が
必要

• 複合施設を建設可能な土
地が限られる上、近隣で日
本産品を取扱う店舗の競
争が活発で、差別化要

 Isetanや
Wattention Plaza
等が進出

• 再開発余地が少ない上、
日系大手小売をはじめ、
競合店が近隣に多数存在

• 土地の賃料もChoa Chu 
Kangの約3.5倍程度の
見込
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エグゼクティブサマリ(事業性評価_候補地①：Choa Chu Kang)

調査結果(サマリ) ターゲット 有望品目 事業方針(案)

産
直
市
場

再輸出
拠点

BtoB

• 想定している加工食品に関して、日本産原料を使
用し、現地製造することでｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ原産品とすること
が可能(HSコード変更)

 寿司が“組立”に当たるかは現地当局要確
認(日本税関はOK認識)

• 外食(特に日本食)は、水産物・和牛・調味料等を
中心に日本産品取扱ニーズが高い
(高級店は日本産品で揃えることを重視)

• 大手現地系小売は日本産品の取扱に積極的だが、
既存インポーターとの関係性は強固

• 中心部の日系大手小売は日本産品の取扱量は多
いが、増加意向が少なく、その他郊外型の日系小売
は加工食品の取扱が中心

• テストマーケを通じて、水産物(鮮魚)・焼き芋・牛肉
加工品の有望性を確認

• 日本食レストラン
(特に高級店)

• 大手現地系小売

• 水産物
(クロマグロ、アジ、ホ
タテ、カニ、エビ等)

• 和牛・豚肉・
牛肉加工品

• 青果物
(ぶどう・もも・りんご・
メロン等)

• 加工食品
(焼き芋・菓子・調
味料等)

• 日本のライフスタイ
ル・文化を体験で
きる宿泊+リラク
ゼーション施設

• 寿司・ラーメン・ト
ンカツ等の中級店

• 中国

• インドネシア

• マレーシア

• インド

• ケーキ

• 冷凍寿司

• 和牛ハンバーグ

• 味噌 等

• まずは、外食(日本食・高級店)をターゲッ
トに、産直市場からの配送サービス(サプラ
イヤー機能)を強化

• 日本食以外に関しては、料理に合う日本
食材の使用法・料理に使用可能な加工
食品に関する提案を実施

• 大手現地系小売との関係性構築を見据
え、価格競争力の高い品目・ニーズの高い
品目から優先して売り込み

複合施設
(宿泊+飲食)

• 中間層が家族で週末に遠出する機会は多く、アン
ケートで約70%の消費者がCCKの施設訪問に興味

• 外食に関して、中間層利用を想定すると、20SGD
のメニュー単価(ランチ)が閾値

• 宿泊を伴う場合、農園リゾート・高級ホテルのアウトド
アサービスが競合であり、独自性のある機能が必要

• 健康的な日本のライフスタイル・文化を体
験できる宿泊+温泉施設に加え、日本食
の料理教室、日本文化(茶道等)を体験
できる施設を整備(現地パートナーと連携)

• 寿司/ラーメン/トンカツ店等に関して、メ
ニュー単価が10SGD代(ランチ)/客単価
40SGD代(ディナー)のテナントを誘致

• レシピを詳細化した上で、各国の輸入規
制を含めた現地当局確認を行う

• 加工施設整備に必要なコスト等を精査し
た上で、設置に向けた検討を進める

BtoC

• CCK駅・Jurong East駅からシャトルバスを運行する
ことで、近隣の中間層及び全国からの自家用車での
週末の集客が見込める

• 中間層は日本産の水産物・加工食品を中心に購買
ニーズを保有(価格感度高)

• テストマーケを通じて、刺身・焼き芋・冷凍寿司の有
望性を確認

• 加工食品
(焼き芋・菓子・ス
イーツ・飲料等)

• 寿司・刺身

• 弁当・惣菜

• 中間層が週末にまとめ買い可能な、価格
帯の加工食品、持ち帰り・その場で飲食
可能な弁当/惣菜を中心に販売

• 複合施設と連携し、日本文化を訴求でき
る「屋台」(焼き芋等)を設置

• 現状農地であるため、近隣駅からのシャト
ルバス運営・プロモーション強化を重視

• CCK及びJurong
に居住する中間
層

• シンガポール全国
のアッパーミドル層

 主に家族層・
カップル層

 自家用車での
来場を想定
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エグゼクティブサマリ(事業性評価_候補地②：Jurong East)

調査結果(サマリ) ターゲット 有望品目 事業方針(案)

• -複合施設
(宿泊+飲食)

• (土地状況に鑑みて建設可能性低) • -

産
直
市
場

再輸出
拠点

BtoB

(候補地①と共通)
• 想定している加工食品に関して、日本産原料を使
用し、現地製造することでｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ原産品とすること
が可能(HSコード変更)

 寿司が“組立”に当たるかは現地当局要確
認(日本税関はOK認識)

(候補地①と共通)
• 外食(特に日本食)は、水産物・和牛・調味料等を
中心に日本産品取扱ニーズが高い
(高級店は日本産品で揃えることを重視)

• 大手現地系小売は日本産品の取扱に積極的だが、
既存インポーターとの関係性は強固

• 中心部の日系大手小売は日本産品の取扱量は多
いが、増加意向が少なく、その他郊外型の日系小売
は加工食品の取扱が中心

• テストマーケを通じて、水産物(鮮魚)・焼き芋・牛肉
加工品の有望性を確認

• 日本食レストラン
(特に高級店)

• 大手現地系小売

• 水産物
(クロマグロ、アジ、ホ
タテ、カニ、エビ等)

• 和牛・豚肉・
牛肉加工品

• 青果物
(ぶどう・もも・りんご・
メロン等)

• 加工食品
(焼き芋・菓子・調
味料等)

• 中国

• インドネシア

• マレーシア

• インド

• ケーキ

• 冷凍寿司

• 和牛ハンバーグ

• 味噌 等

• まずは、外食(日本食・高級店)をターゲッ
トに、産直市場からの配送サービス(サプラ
イヤー機能)を強化

• 日本食以外に関しては、料理に合う日本
食材の使用法・料理に使用可能な加工
食品に関する提案を実施

• 大手現地系小売との関係性構築を見据
え、価格競争力の高い品目・ニーズの高い
品目から優先して売り込み

• レシピを詳細化した上で、各国の輸入規
制を含めた現地当局確認を行う

• 加工施設整備に必要なコスト等を精査し
た上で、設置に向けた検討を進める

BtoC

• Jurongエリアに集積している中間層(日本人含む)、
交通ハブとしての通行客及び全国からの自家用車で
の週末の集客が見込める

• 中間層は日本産の水産物・加工食品を中心に購買
ニーズを保有(価格感度高)

• テストマーケを通じて、刺身・焼き芋・冷凍寿司の有
望性を確認

• 加工食品
(焼き芋・菓子・ス
イーツ・飲料等)

• 寿司・刺身

• 弁当・惣菜

• 近隣/通行する中間層の日常利用及び
全国の中間層の週末まとめ買いを想定し
た価格帯の加工食品、持ち帰り・その場で
飲食可能な弁当/惣菜を中心に販売

• 複合施設と連携し、日本文化を訴求でき
る「屋台」(焼き芋等)を設置

• Jurongに居住・
通行利用する
中間層

• シンガポール全国
のアッパーミドル層

 主に家族層

 自家用車での
来場を想定
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エグゼクティブサマリ(事業性評価_候補地③：Orchard)

調査結果(サマリ) ターゲット 有望品目 事業方針(案)

• -複合施設
(宿泊+飲食)

• (土地状況に鑑みて建設可能性低) • -

産
直
市
場

再輸出
拠点

BtoB

(候補地①と共通)
• 想定している加工食品に関して、日本産原料を使
用し、現地製造することでｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ原産品とすること
が可能(HSコード変更)

 寿司が“組立”に当たるかは現地当局要確
認(日本税関はOK認識)

(候補地①と共通)
• 外食(特に日本食)は、水産物・和牛・調味料等を
中心に日本産品取扱ニーズが高い
(高級店は日本産品で揃えることを重視)

• 大手現地系小売は日本産品の取扱に積極的だが、
既存インポーターとの関係性は強固

• 中心部の日系大手小売は日本産品の取扱量は多
いが、増加意向が少なく、その他郊外型の日系小売
は加工食品の取扱が中心

• テストマーケを通じて、水産物(鮮魚)・焼き芋・牛肉
加工品の有望性を確認

• 日本食レストラン
(特に高級店)

• 大手現地系小売

• 水産物
(クロマグロ、アジ、ホ
タテ、カニ、エビ等)

• 和牛・豚肉・
牛肉加工品

• 青果物
(ぶどう・もも・りんご・
メロン等)

• 加工食品
(焼き芋・菓子・調
味料等)

• 中国

• インドネシア

• マレーシア

• インド

• ケーキ

• 冷凍寿司

• 和牛ハンバーグ

• 味噌 等

• まずは、外食(日本食・高級店)をターゲッ
トに、産直市場からの配送サービス(サプラ
イヤー機能)を強化

• 日本食以外に関しては、料理に合う日本
食材の使用法・料理に使用可能な加工
食品に関する提案を実施

• 大手現地系小売との関係性構築を見据
え、価格競争力の高い品目・ニーズの高い
品目から優先して売り込み

• レシピを詳細化した上で、各国の輸入規
制を含めた現地当局確認を行う

• 加工施設整備に必要なコスト等を精査し
た上で、設置に向けた検討を進める

BtoC

• 中心部に居住するアッパーミドル層以上及び全国か
ら公共交通/自家用車での週末の集客が見込める

• 中間層は日本産の水産物・加工食品を中心に購買
ニーズを保有(価格感度高)

• テストマーケを通じて、刺身・焼き芋・冷凍寿司の有
望性を確認

• 加工食品
(焼き芋・菓子・ス
イーツ・飲料等)

• 寿司・刺身

• 弁当・惣菜

• 中心部に居住するアッパーミドル層の日常
利用及び全国の中間層の週末まとめ買い
を想定した価格帯の加工食品、持ち帰り・
その場で飲食可能な弁当/惣菜を中心に
販売

• 複合施設と連携し、日本文化を訴求でき
る「屋台」(焼き芋等)を設置

• 中心部に居住す
るアッパーミドル層

• シンガポール全国
のアッパーミドル層

 主に家族層

 公共交通/
自家用車での
来場を想定
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「産直市場(BtoB)」としての事業性

調査結果のポイント

• 日本産品を揃えることに拘る高級日本食レストラン・取
扱増加を視野に入れる大手現地系小売を中心に、日
本産品の潜在市場は残されている

• 他国産品との差別化要素が大きい、水産物(刺身用)・
和牛・調味料に関しては、外食需要が大きい

• 野菜は葉物を中心にマレーシア産等の価格差が大きい
上、品質差を訴求しづらい品目が多い

 ただし、差別化可能な、大葉・茄子・トマトのよ
うな品目の有望性は確認

• テストマーケを通じて、水産物(鮮魚)・焼き芋・牛肉加
工品の有望性を確認

市場
魅力度

• 候補地①②で市場を開設する場合、中心部の店舗と
は距離があるが、配送サービス(場合によってチャンギ空
港から)を整備することで、ビジネス上の制約にはならない

• 候補地①の場合、土地利用規制上、食品加工を含め
た必要な許認可取得が必要

実現
可能性

• 外食事業者が共通で重視する「鮮度」・「価格」に関し
て産直メリットを生かすことで、十分な競争力が見込める

 地場系大手小売の現行調達価格と比較して、
水産物を中心に価格競争力を持つことを確認

• 大手小売(地場/日系)は既存インポーターとの関係性
は強固だが、外食に関しては特定のサプライヤーとの取
引を重視しておらず、参入障壁が低い

競合状況

事業方針(案)

事業方針

• 外食事業者(特に日本食)のニーズの高い品目にフォーカ
スして、価格競争力・鮮度を担保した上で、産直市場か
らの配送サービス(サプライヤー機能)を整備

 特に候補地①付近の事業者は限られており、中
心部の店舗等への営業・配送を重視

• 日本食以外の外食事業者に対しては、料理に合う日本
食材の使用法・料理に使用可能な加工食品に関する提
案を実施

 例：ハム・ローストビーフのように外食店舗ですぐ
に使用可能な畜産加工品

• 大手地場小売店との長期的な関係性構築を見据え、
価格競争力のある品目・取扱意向の高い品目を優先し
て売込

• 日本食レストラン(主に高級店)

• 大手現地系小売

 Cold Storage

 NTUC FairPrice

ターゲット

• 水産物(クロマグロ、アジ、ホタテ、カニ、エビ、ウナギ等)

• 和牛・豚肉・牛肉加工品

• 青果物(ぶどう・もも・りんご・メロン等)

• 加工食品(焼き芋・菓子・飲料・調味料等)

有望品目
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「産直市場(BtoC)」としての事業性

調査結果のポイント

• CCK駅、Jurong East駅からのシャトルバスを準備する
ことで、候補地①であってもアクセス性の担保は可能

• シンガポールの国土は狭い上、主なターゲットとするアッ
パーミドル層は車の保有率は高いため、自家用車での
来場は十分見込めるが、プロモーションの工夫は必要

実現
可能性

• 候補地①②の場合、CCKやJurongに多く居住する中
間層及び全国から自家用車でアクセスするアッパーミドル
層の週末利用が期待できる

 候補地②の場合、通行客の日常利用も想定

 なお、中心部・東部に居住する富裕層が郊外
を訪れる機会は少ない

• 候補地③の場合、近隣に居住するアッパーミドル層以
上・全国からの中間層の集客(主に週末)が期待できる

• 中間層に関しては、水産物・加工食品(菓子・スイーツ
等)・弁当・惣菜を中心に日本産品ニーズは高い

• テストマーケを通じて、刺身・焼き芋・冷凍寿司の有望
性を確認

市場
魅力度

• 日系大手小売が集中する候補地①、日本産品を扱う
郊外型小売が近隣に存在する候補地②は競争が激し
く、既存店舗との商品・価格面等での差別化が必要

• 中間層は価格を最優先する傾向があるが、産直のメリッ
トを生かすことで、水産物を中心に十分な価格競争力
が見込める

• なお、候補地①の場合、日本産品の販売に留まらず、
後述の複合施設を併設するため、他の小売店舗との差
別化要素は明確

競合状況

事業方針(案)

事業方針

• 立地予定地の近隣に居住する中間層及び全国のアッ
パーミドル層(特に家族世帯)をターゲットとして、週末にま
とめ買いが可能な価格帯の水産物・惣菜・加工食品を
販売する

 候補地②③の場合は、近隣住民/交通ハブとし
ての通行客の日常利用も視野に入れる

 Emporium Shokuhinのように、購入した水産
物をその場で食べることができるサービスや試食
会等のイベントを継続的に開催することが重要

• 日本文化を訴求できる「屋台」(焼き芋等)等を設置

• 候補地①の場合、農地であり、現状の集客が見られない
ため、シャトルバスによるアクセス性の向上・集客のための
プロモーション強化が必要

• 近隣に居住する中間層以上

• 全国のアッパーミドル層

 主に自家用車を保有する家族世帯・カップル層

ターゲット

• 加工食品(焼き芋・菓子・スイーツ・飲料等)

• 水産物(クロマグロ、タコ、イカ、ホタテ、カニ、エビ等)

• 寿司・刺身・弁当・惣菜(焼き芋含む)

有望品目
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BtoBでは、全体的に簡便性への評価が高いが、特に焼き芋への評価が高い。BtoCで
は、刺身・焼き芋に関する評価が高い。鮮魚・牛肉加工品を中心に、全体的に更なる価
格低減を図ることで、市場の拡大が見込める。

《参考》 テストマーケティング結果サマリ –高評価割合

寿司

刺身

牛肉加工品

焼き芋

スイーツ

鮮魚ボックス

BtoB※1

価格 味 簡便性

22% 26% 61%

44%

52% 58%44%

34% 67%

18% 70% 70%

65% 59% 66%

6% 44% 71%

BtoC※2

価格 味 食感 簡便性

30% 85% 90% 95%

調査対象外 調査対象外 調査対象外 調査対象外

43% 74% 77% 97%

14% 77% 67% 90%

46% 91% 90% 100%

調査対象外 調査対象外 調査対象外 調査対象外

※1：50%以上をハイライト
※2：80%以上をハイライト ※一部の品目は冷凍輸送を実施
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「複合施設(宿泊＋飲食施設)」としての事業性

調査結果のポイント

• 候補地②③は、建設に必要な十分な用地確保が困難
な可能性が高い

• 候補地①は、十分な面積があり、土地利用規制的にも
当該施設の建設は可能な見通し

• 温泉施設を含めて、現地パートナーと連携することで、
施設整備が可能と想定

実現
可能性

• 中間層の家族世帯を中心に、週末に郊外施設を訪問
するニーズは存在する

 日帰り利用を中心に、郊外の農園リゾート・
キャンプ施設等は多くの集客を集めている

• 外食に関しても、メニュー単価が20SGD以下(ランチ)の
寿司店・とんかつ店・ラーメン店・焼肉店等の人気がロー
カル中間層を中心に高まっている

• 富裕層は、中心部の高級ホテル・海外リゾートでの「ステ
イケーション文化」を持つが、郊外施設の訪問機会は少

 自宅にBBQ施設を保有して、シェフ・ゲストを招
いて、自宅でパーティーを行う機会も多い

• 料理教室に関しては、中間層以上のカップル層・女性
客を中心に娯楽目的での利用ニーズが存在

市場
魅力度

• 北部の宿泊施設付農園リゾートやステイケーションに利
用される中心部の高級ホテルが競合

 農園リゾートに関しては、主に食事目的の日帰
り利用が中心であり、宿泊サービスに関しては
十分な集客を実現できていない

• 日本食を中心に”日本文化”を体験できるコンセプトの
施設とすることで、差別化は可能

競合状況

事業方針(案)

事業方針

• 日本食を含め、「健康的な日本のライフスタイル・日本文
化をトータルで体験できる施設」をコンセプトに、既存の農
園リゾート施設と差別化

 現地中間層・家族世帯のニーズの高い機能を
整備

 リピート客を確保すべく、会員制のクラブ・コースを
設置

 カップル層・女性客をターゲットとした料理教室・
スパ施設等も整備

• 人気が定着している寿司店に加え、需要の高まりが見ら
れる、ラーメン店・トンカツ店・しゃぶしゃぶ店・焼肉店・うな
ぎ料理店(天ぷら・蒲焼丼等)に関して、メニュー単価が
10SGD代(ランチ)/客単価40SGD代(ディナー)のテナン
トを誘致

• 自家用車での来場を基本としつつ、CCK駅・Jurong
East駅から15分間隔でのチャーターバスを整備し、公共
交通でのアクセシビリティも担保

• 全国のアッパーミドル層

 自家用車を保有する家族世帯・カップル層
ターゲット

• 緑茶カフェ

• 日本食料理教室・茶道教室

• 温泉(スパ)・リラクゼーション施設

有望施設
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別添2：生鮮三品の消費額推計
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産直市場の想定事業モデル

農産物・畜産物・水産物・加工食品等を仕入れた上で、航空会社・フォワーダーを利用
してシンガポールの産直市場へ直送し、消費者への小売(BtoC)・バイヤーへの卸売
(BtoB)に加え、周辺国への再輸出を行うことを想定。

日本 シンガポール

農家
(ゴボウ・トマト・

ナス等)

全国品目別
輸出組合

輸出業者

漁師
(北海道・
東北等)

漁業組合 輸出業者

酪農家

ブランド
牛/豚/鳥
各生産者

団体

航空会社/
フォワーダー

シンガポール
産直市場

加工 周辺諸国

BtoC
(一般消費者)

レシピ紹介・
食材キット提供

料理教室

農
産
物

畜
産
物

水
産
物

集荷

集荷

集荷

集荷

集荷

集荷

輸出 輸送

BtoB
(現地バイヤー・
周辺国バイヤー)

卸売

一般消費者
(観光客含む)

外食

小売

再輸出

複合施設
(宿泊＋飲食施設)

併設の可能性

再掲
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サプライチェーン上、「小売・外食事業者」としての役割と「輸入卸業者」としての役割の
双方を担うものと認識。

産直市場の位置付け

一般的な
プレイヤー

生産 流通(国内) 流通(海外) 消費(小売・外食)

生産者 商社/輸出業者 小売・外食事業者輸入業者 ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰ

輸入卸業者

BtoB

BtoC

複合施設
(宿泊+飲食)

再輸出拠点

産直市場
(小売・外食)

生産者
輸出
業者

航空会社/
フォワーダー

小売・外食事業者
産直市場

産直市場
ﾃﾞｨｽﾄﾘ
ﾋﾞｭｰﾀｰ

周辺国
ｲﾝﾎﾟｰﾀｰ

産直市場
(加工)

小売・外食事業者
(中国等の周辺国)

複合施設
(宿泊＋飲食施設)

日本食の提供含む

産
直
市
場
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厳選された日本産品を直接仕入しつつ、付加価値(鮮度・トレーサビリティ等)の向上や
中間手数料の低減を行った上で販売することが可能。また、イベント企画等を通じたジャ
パンブランドの発信が可能。

産直市場設立の狙い(弊社理解)

• 様々な産品を纏めて輸出するケースが多く、生
産者が輸出先・消費者の反応を把握しづらい

• 生産者が大量の農作物を一度に出荷しないと
扱ってもらえないケースも存在

商社・輸出業者
による大量出荷

• 現地インポーター等による手数料が上乗せされ
るため、末端の小売価格が上がってしまう

• 生産者が価格を設定することができない

仲介業者による
小売価格上昇

• 小売先等が多岐に渡るため、消費者に合ったき
めこまやかなプロモーション・ジャパンブランドを訴
求した集中的プロモーションを行うことが難しい

非効率な
プロモーション

活動

付加価値の
向上

手数料低減による
適正な小売価格

• 日本産品に付加価値(圧倒的な鮮度保持、ト
レーサビリティ、一次加工)を付けて販売すること
が可能

• 現地ディストリビューターを介さないため、手数料
による小売価格の上昇を回避することが可能

• 生産者に利益が還元され、“儲かる”仕組みを
構築することが可能

• イベント企画、教育・情報発信等を通じて、ジャ
パンブランド・日本食を積極的に発信する場とし
て活用可能

ジャパンブランド・
日本食文化の

発信

輸入卸事業者

小売・外食

商社・輸出業者

生産者
集荷

納入

一般的な輸出(イメージ) 産直市場

産直市場事業者による直接仕入

産直市場

生産者
集荷

海外輸送・
納入

海外輸送

輸
出
先
国

日
本

ジャパンブランド・
日本食の発信
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中間手数料を省略するとともに、現地での廃棄ロス等のリスクを低減することで輸出コス
トを大きく低減することが可能。

産直市場を通じた輸出コスト低減イメージ ①農産物

単価(円)

生産者 300

農協 347

国内卸 379

仲卸 421

輸出業者 526

輸入代理店 702

現地卸 936

現地小売 1,440

既存の輸出ルート

単価(円)

生産者 300

輸出機構 333

産直市場 392

現地卸 523

現地小売 804

今回のスキーム

•農協、経済連、卸等の手数料を極力
少なくすることで、輸出時のコストが低減

•輸出時コストを透明化することで、輸出
機構に対する生産者の信頼感を醸成

•また、現行の輸出業者の既得権益化さ
れている余剰利益な利益を削減するこ
とが可能

•保管料、個別配送、廃棄ロス等のリス
クを見据えた手数料設定及び既得権
益化している余剰な利益を、市場を設
立することで削減

輸
出
の
流
れ

出所：事業者ヒアリングに基づくアクセンチュア推計
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水産物に関しても、国内卸売市場等の中間手数料を省略するとともに、現地での廃棄
ロス等のリスクを低減することで輸出コストを大きく低減することが可能。

産直市場を通じた輸出コスト低減イメージ ②水産物

単価(円)

生産者 300

産地
卸売市場

428

消費地
卸売市場

535

輸出業者 669

輸入代理店 892

現地卸 1,189

現地小売 1,698

既存の輸出ルート

単価(円)

生産者 300

輸出機構 333

産直市場 392

現地卸 523

現地小売 804

今回のスキーム

•産地卸売市場、消費地卸売市場等の
手数料を極力少なくすることで、輸出時
のコストが低減

•輸出時コストを透明化することで、輸出
機構に対する生産者の信頼感を醸成

•また、現行の輸出業者の既得権益化さ
れている余剰利益な利益を削減するこ
とが可能

•保管料、個別配送、廃棄ロス等のリス
クを見据えた手数料設定及び既得権
益化している余剰な利益を、市場を設
立することで削減

輸
出
の
流
れ

出所：事業者ヒアリングに基づくアクセンチュア推計
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産直市場の想定事業内容・ターゲット(初期仮説)

BtoCとしては「日本産品に対する評価が高いアッパーミドル層」を、BtoBとしては「大手
小売・外食とネットワークを有する現地/周辺国バイヤー」等を主たるターゲットと想定。

事業内容 ターゲット

外食
(フードコート運営)

イベント実施・
情報発信

小売
(日本産品販売)

BtoC

• 日本産の農産物・畜産物・水産物・加工品等の販売

 (日本人従業員による)対面販売・実演を実施

 全国直売所ネットワークや物流業者を活用して特産品販売

 Webサイトを通じた、個人向け販売も実施

• 立ち食い寿司、海鮮居酒屋、海鮮ラーメン、惣菜屋等を含んだフード
コートを設置・運営

• 日本食の食べ方に関する情報を発信

• 国内料理教室との連携により、日本食の料理教室・普及活動を実施

• 料理学校との連携により、日本人学生の海外派遣や外国人学生向け
インターンプログラム(料理技術、おもてなし)を実施

• 日本産の農産物・畜産物・水産物・加工品等の販売

 将来的に産直市場をハブとしてシンガポール国内の大手小売
や周辺国へと流通網を拡大していくことが目的

• Webサイトを通じた、飲食店向け販売も実施

•日本産品に対する評価が高い「アッ
パーミドル(上位中間層)」

 【平日】 アジアからの観光客

 【週末】 シンガポール在住の家族(1週
間の食材の買い出しイメージ)

 【通年】 個人に対してWebを通じて販
売

BtoB
•大手小売、ハイエンドな小売・外食
とネットワークを持つ現地バイヤー/
周辺国バイヤー

バイヤーへの
販売

• 日本産の農産物・畜産物・水産物を現地にて加工し、“Made in 
Singapore”の産品として、周辺国へ再輸出を行う

•中国・インド・インドネシア・タイ
周辺国への

再輸出
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市場の魅力度把握(外部環境分析)と設立に携わる事業者の優位性把握(内部環境
分析)を行った上で、事業性を評価し、事業展開に向けた方向性を明らかにする。

調査アプローチ

※Capital Structure、資本政策等に関しては、個社事情及び市況に依存する部分も大きく、短期間での検討は困難であるため、
収支シミュレーションの検討に留めさせていただく

• 前提を置いた上で、売
上・コストのシミュレー
ションを実施し、採算
性(概算)を算出*

収支
シミュレーション

の実施

• 産直市場の設立・展
開に向けた進め方の概
要を提示

実行計画の
作成

KSF及び
ギャップ分析

• 事業機会を評価した
上で、事業の成功の
要諦、埋めるべき
ギャップを分析

事業展開
戦略の策定

• 事業展開に向け戦
略を具体化

 取扱有望品目

 ターゲットペルソナ
(BtoC/BtoB)

 商品サービスイメージ
(販売形式含む)

 ビジネスモデル
(パートナーとの提携
スキーム等含む)

 推奨立地候補地・
土地利用形態

• 産直市場設立に携わる事業者の優位性を把握

市場分析
• シンガポール市場の基礎情
報・流通構造等を整理し、
市場の魅力度を把握

顧客分析
• 想定ターゲット別の日本食/
対象品目の消費動向・ニー
ズを把握

競合分析
• シンガポールにおいて、競合
となりうる事業者の取組を
把握し、示唆抽出

立地分析
• 立地候補地の地域性・消
費者利便性・土地利用の
要件等を把握

内部環境分析

外部環境分析

事業性の評価 事業展開に向けた方向性検討
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シンガポールオフィス社員と連携し、現地・国内ヒアリング及びSNS調査を並行して実施
した上で、テストマーケティング結果を踏まえて最終報告を実施。

調査スケジュール

内部環境
分析

(主に国内調査)

事業展開に向けた
方向性検討

報告書
取り纏め

事
業
性
評
価

最終報告

11月 12月 1月

最終報告書
調整

事業戦略
修正

テストマーケ
方針策定

テストマーケティング
実施

結果
取纏め

中間報告

8月 9月 10月7月

ギャップ
分析

収益シミュレーション
実施

事業戦略
(ドラフト)策定

事業戦略
詳細化

実行計画策定

中間報告書
作成

最終報告書
ドラフト作成

指摘を踏まえた追加検討

海外文献調査

現地ヒアリング
(小売・外食等)

SNSデータ収集・分析
SNS分析

準備
分析結果
資料整形

追加ヒアリング
(小売・外食等)

現地ヒアリング
資料取り纏め

国内文献調査

国内ヒアリング
(関連事業者等)

国内
アポ調整

追加調査

調査
設計

追加調査

現地アポ調整・
ヒアリング項目検討

2月

外部環境
分析

(現地調査)

3月
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別添1：小売店舗における販売価格一覧

別添2：生鮮三品の消費額推計
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立地候補地分析サマリ

候補地①

Choa Chu 
Kang

立地候補地(3ヶ所)

候補地②

Jurong
East 候補地③

Orchard

Choa Chu 
Kang

Jurong
East

Orchard

1

2

3

産直市場の主要ターゲットと想定する中間層以上の集客及び物流等の
インフラ整備を見据えると、立地候補地の更なる検討が必要。

メリット

• 複合施設(宿泊+飲食)が
建設可能な広さ・要件の
土地を有し、土地の賃料
は最も安価

 現状、農業地であり、
事業に必要な認可
取得が必要

• MRT/バスの交通ハブで通
行客が多い上、今後、副
都心化が進み、中間層を
中心に人口も増加見込

• 富裕層を含めた周辺人口
が多く、全国からの集客/
観光客利用が見込める好
立地

デメリット

• 近隣のCCK駅付近に中間
層の集積が見られるものの、
駅からの距離が遠く、集客
に向けてｼｬﾄﾙﾊﾞｽ運営や
ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ等の工夫が必要

• 現状、農業地であり、施設
建設に向けた初期投資が
必要

• 複合施設を建設可能な土
地が限られる上、近隣で日
本産品を取扱う店舗の競
争が活発で、差別化要

 Isetanや
Wattention Plaza
等が進出

• 再開発余地が少ない上、
日系大手小売をはじめ、
競合店が近隣に多数存在

• 土地の賃料もChoa Chu 
Kangの約3.5倍程度の
見込

再掲
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複合施設の設置に向けて、現地当局と連携の上、飲食店・小売店・宿泊施設に関する
認可、食品加工許認可等を取得することが必要。

土地利用規制に関するサマリ

• 立地候補地周辺は、農業地（agricultural land)と政府が定めている

 農業地であれば、一般的に、最低90%の敷地は農業活動のために利用し、農業以外の営業活動は敷地の
10%以内とする方針が示されている

 ゾーニングは5年毎に再検討されるが、現時点ではゾーニングの変更は予定していないとの当局回答

• 複合施設の設置に向けては、URA・BCA・NEA・SLA等の現地当局と連携し、下記の許認可を取得することが必要

 飲食店、小売店、宿泊施設、スパ施設等に関する認可

 NEAのごみ・下水処理許認可

• 立地候補地は食品加工ゾーンでないため、食品加工を行うための申請が必要

 食材加工はAVAに許可されている食品加工ゾーン以外の場所では基本的に不可

 ゾーンへの追加に関して、当局にレターを提出し、申請することが可能

 ただし、食品包装事業の規模が小さく、加工機械がないことを理由に申請が却下された事例が存在する
など一定のハードルが存在

• シンガポールでは、一般的な建物の規制（何階まで建てられるか、建てられる土地の割合等）に関して、画一的な規制
内容・意思決定プロセスが存在しない。エリアによって異なる上、詳細な情報を得るためには費用が必要

 Lorong Semangkaの立地に関する、現在の農業地としての規制は有料とのこと
（関連報告書一冊は、150SGD）

 エリアごとに、判断要素が異なる。例えば、軍事基地、空港、保護森林の有無等が挙げられる

出所：URA・AVAヒアリング、各種公知資料

①Choa Chu Kang
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立地候補地は農業地であり、事業に必要な許認可取得が求められるが、近隣駅からの
シャトルバスを整備することで、アクセス性を高めることは可能な立地。

立地候補地(Choa Chu Kang)の概況

土
地
利
用
規
制
の
概
要

• 現状農業地であり、飲食店、小売店、宿泊施設等に関し
て、現地当局と連携し、許認可を取得することが必要

• 食品加工に必要なAVAの食品加工許認可とNEAのご
み・下水処理許認可の取得も必要

Lot 1

Choa Chu 
Kang駅

Lorong
Semangka

Tengah住宅街開発予定地
(2018年以降完成)

• 約1.6km
(徒歩23分)

• 約3.6km

• シャトルバスを
運行することで、
約8分でアクセス可

出所：URA・AVAヒアリング、土地オーナーヒアリング、各種公知資料

周辺の
開発予定

計画地
アクセス圏

の人口分布

ア
ク
セ
ス マレーシア

から

ビル購入価格
(目安)

• 政府は候補地の傍に高速道路を建設する予定であるため、
車での交通アクセスが良くなる見通し

• 南側でTengah住宅街開発が予定されており、近隣住民
が増加予定

• 徒歩圏内(400m以内)には住宅街が存在しない

• 最寄りのCCK駅を中心に、一定の人口集積(中間層中
心)が見られる

 Choa Chu Kangエリア: 174,320人

 Bukit Batok:139,260人
(CCK駅の隣接駅が含まれるエリア)

• 現状、候補地から最寄のバス停まで徒歩20分の距離があ
るが、駅からのシャトルバスを運行することで、アクセス性の改
善が可能

中心部
から

• City Hall駅から最寄のCCK駅まで
電車で約47分(約27.3km)

• マレーシア領土と接続するマレーシア・シンガポール・セカンド
リンクから車で約18分(約16km)

• 4,700SGD/㎡ (2010年)

①Choa Chu Kang
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立地候補地周辺は農業地のため、現状、住宅街が存在しないが、最寄駅のCCK駅付
近には、多くのHDB(公団住宅)※1が立地し、中間層の集積が見られる。

立地候補地及びCCK駅周辺の状況

立地候補地(Lorong Semangka)周辺 Choa Chu Kang駅周辺

→ 徒歩圏内の近隣に住
宅街は見られない

→ 農業地であるため、候
補地周辺の土地は農
業利用が中心

→ CCK駅周辺には、
HDB(Housing 
Development 
Board)が集積

→ 橙色の建物(番号が
書かれた建物)は全て
HDB

→ HDBの外観

※1：「Housing Development Board」の略で、シンガポール国民を対象とする公団住宅
出所：現地視察

①Choa Chu Kang
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候補地とCCK駅・Jurong East駅間で15分以内の間隔でシャトルバスのピストン輸
送を行うことで、駅周辺に居住する中間層のアクセス向上が可能。また、車利用を前提
とすれば、シンガポール全国からの集客が期待できる。

Choa Chu Kangへの集客可能性

Choa Chu 
Kang駅

Lorong
Semangka

Jurong
East駅

• チャーターバス

出所：Singapore Tourism Board、現地視察

※アンケート調査結果によると、ピストンバス運送は15分以上の間隔だと集客が難しい可能性が高い

• ピストンバス運送で
片道で約14分

• 距離は約11.8km

• 富裕層が多いBukit
Timahから車の片道約16分

• 自家用車を保有する全国のアッ
パーミドル層以上のアクセスは可能

農園リゾート
Kranji駅

• ピストンバス運送で片道約8分
• 距離は約3.6km • 多くの顧客は自家用車で来場

• ローカルのシンガポール人の日
帰り利用(主に食事)が中心

• 月1~2回のリピート客が多い

①Choa Chu Kang
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《参考》 農業関連地に関する一般的規制 ①規制詳細

• 農業関連地に関しては、SLA(土地管理局)の管理を通じてシンガポール政府が所有しており、URA(都市再開発庁)が
土地利用の許認可を発出している

• 契約の重要性が高く、農業以外の営業活動に関する可能範囲に関しては、事業者とオーナーであるSLAとの交渉、契
約内容次第で決定される

• 農業関連地は、農業地(agriculture)と農業関連娯楽地(agri–tainment)により分けられる

 農業関連娯楽地は新しい制度であり、2006年に初めてこのカテゴリーが設けられたため、件数は多くない

 農業関連娯楽地の代表的な施設は、D’Kranji Farm Resort.

項目 農業地(agriculture) 農業関連娯楽地(agri–tainment) 出所

一般 定義 • 主に種苗を含む農業のための活動に限定
• 具体的には、販売、営業向けの動物の牧畜、飼育、繁殖

等、または販売、営業向けの植物の栽培

• 農業または農業関連娯楽の活動が可能な土地
• 農業関連娯楽の活動の申請がなければ、同土地は農業

地として扱われる

URA、 AVA
SLA(HP)

土地契約形式 シンガポールの農業地は、ほとんどがシンガポール所有のため賃貸となる。賃貸契約の形式は以下の通り。
• リース(lease)：一定の期間(6ヶ月以上)にオーナーから賃貸者に所有権を譲渡し、賃貸者は第三者に対して訴訟権が

ある(例えば、第三者が土地に侵入する際に訴訟する権利)
• ライセンス(license)：一定の期間にオーナーから賃貸者に利用権を譲渡し、所有権を与えない。また、賃貸者は第三者

に対して土地に関する訴訟権がない。

AVA(ヒアリング)、
Singapore Legal 
Advice

農業活動 許可される農
業に係る営業
活動

• 農業技術施設：Agrotechnology Park
• 水産養殖施設：例えば観賞魚の養成
• 種苗施設、水の浄化施設
• 農業の研究所・試験所

URA(HP)

農業以外
の活動

許可される
農業以外の
営業活動
(visitor 
amenities)

• 軽食堂、喫茶店、レストラン
• 屋外の飲食店、リフレッシュメントエリア
• 小売店(農産物、農産物外の商品販売(土産等))
• 観光案内所(例えば、博物館または教育センターとして農

業関係の展示物(歴史遺跡など)の展示のための案内所)

• 自然に関する教育
• 企業向けの研修
• 来客者の宿泊設備
• 会議・イベントの設備 など

AVA、SLA(HP)

許可される
農業以外の
営業活動に
係る条件

• 農業以外の営業活動の敷地は、農業施設の中の200㎡
以内

• 一般的に、最低90%の敷地は農業活動のため、農業以
外の営業活動は敷地の10%以内となっている

(確認中) AVA
(HP、ヒアリング)

①Choa Chu Kang
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《参考》 農業関連地に関する一般的規制 ②許認可申請プロセス

※資格があるエンジニア、建築家
出所：AVA(HP、ヒアリング)

①Choa Chu Kang

③–1：SLAに営業内容に関する確
認と許可を得たら、農業活動敷地計
画、もしあればvisitor amenityの
営業計画を提出

③–2：SLAに営業内容に関する確
認と許可を得たら、建物建設計画を
提出

事業者

SLA
(シンガポール土地管理局)

AVA
(農食品・畜産庁)

BCA
(建築建設庁)

URA
(都市再開発庁)

①特に農業以外の営業(レストラン、小売店等)について、
既存のSLAとの契約で許される営業について確認し、許可を取得

②Qualified Person※を採用し、
農業活動敷地計画、建物建築計画を準備

④AVAとBCAから許可を得たら、
URAに土地利用に関する申請を実施
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最寄駅が含まれる「Choa Chu Kangエリア」、隣接駅が含まれる「Bukit Batokエリ
ア」には、一定の人口集積が見られる。

シンガポールの人口分布

Lorong
Semangka

Choa Chu
Kangエリア

①Choa Chu Kang
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Choa Chu Kangエリアは、4,000SGD/月以上の人口割合が約78%であり、全国
平均の約71％を上回っており、平均以上の所得を有する中間層中心のエリア。

Choa Chu Kangエリアの世帯構成 ①家計所得別

Planning Area Total
No Working 

Person
Below 
$1,000

$1,000 –
$1,999

$2,000 –
$2,999

$3,000 –
$3,999

$4,000 –
$4,999

$5,000 –
$5,999

$6,000 –
$6,999

$7,000 –
$7,999

% below 4000 
and non 
working person

Outram 8.4 1.2 0.4 1.1 0.8 0.4 0.4 0.5 0.4 0.3 46.43%

Bukit Merah 55.2 10.8 2.1 6.1 3.6 2.7 2.7 2.1 2.2 2.3 45.83%

Queenstown 35.5 6.6 0.8 2.5 2.4 1.8 2.2 1.7 1.9 1.7 39.72%

Ang Mo Kio 62.6 8.7 2.1 5.4 4.4 3.9 4.0 3.8 2.9 3.3 39.14%

Geylang 37.5 4.9 1.2 2.7 2.8 2.7 2.3 1.9 2.0 1.5 38.13%

Kallang 36.5 4.8 1.2 2.8 2.5 2.6 1.8 1.6 2.2 1.6 38.08%

Marine Parade 15.2 2.7 0.3 0.7 0.8 0.7 0.6 0.6 0.7 0.4 34.21%

Clementi 30.1 3.9 0.8 1.9 1.6 1.6 1.7 1.7 1.7 1.2 32.56%

Bedok 92.2 10.0 2.2 7.2 4.1 5.3 5.3 6.2 5.2 3.2 31.24%

Jurong East 25.5 2.8 0.2 1.0 2.0 1.6 1.7 1.5 1.5 1.6 29.80%

Hougang 64.3 5.4 1.4 3.1 4.3 4.4 4.1 3.6 4.2 3.7 28.93%

Total 1,225.3 118.8 24.0 70.0 70.6 67.7 72.2 69.4 70.8 65.4 28.65%

Bukit Batok 44.0 4.6 0.6 2.4 2.4 2.6 2.7 2.1 3.1 2.3 28.64%

Jurong West 81.6 5.6 1.2 4.8 4.2 5.1 5.4 4.6 5.6 6.0 25.61%

Novena 15.7 1.9 0.1 0.8 0.7 0.5 0.7 0.9 0.7 0.5 25.48%

Bishan 27.8 2.6 0.5 1.3 1.1 0.9 1.3 1.0 1.1 1.0 23.02%

Choa Chu Kang 49.3 2.4 0.6 2.0 3.1 2.9 2.8 3.0 2.8 2.6 22.31%

Bukit Panjang 41.2 2.3 0.5 1.7 2.2 2.3 2.4 2.4 2.9 2.9 21.84%

Bukit Timah 23.9 2.9 0.3 0.7 0.4 0.4 0.2 0.3 0.3 0.7 19.67%

Sengkang 64.6 2.2 0.6 2.5 3.9 3.2 4.1 3.9 4.1 4.8 19.20%

Punggol 33.2 1.7 0.6 0.9 1.6 1.4 1.7 1.7 2.0 1.8 18.67%

Pasir Ris 40.6 2.2 0.3 1.5 1.3 1.7 1.6 2.7 2.3 2.3 17.24%

Sembawang 23.1 0.7 0.1 0.5 1.1 1.2 1.2 2.0 1.5 1.6 15.58%

家計所得別世帯数(単位：1000)

出所：2015 General Household Survey

①Choa Chu Kang
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Choa Chu Kangエリアは、平均以上の所得を有する中間層が主にHDB(公団住宅)
に居住しているエリアと捉えることが可能。

Choa Chu Kangエリアの世帯構成 ②住宅種別

Planning Area Total
HDB Dwellings Condominiums 

and Other 
Apartments

Landed 
Properties

Others % non–HDB 
housing

Total1
1–and 2–Room 

Flats2 3–Room Flats 4–Room Flats
5–Room and 

Executive Flats

Bukit Timah 23.9 2.3 – 0.5 0.9 0.9 11.9 9.4 0.3 90.38%

Novena 15.7 7.0 0.9 2.8 2.2 1.1 6.9 1.8 0.1 56.05%

Marine Parade 15.2 7.3 1.4 2.8 1.7 1.3 5.9 2.0 0.1 52.63%

Bedok 92.2 60.4 4.0 21.8 21.0 13.6 19.3 12.3 0.3 34.60%

Bishan 27.8 19.7 0.5 2.0 9.8 7.3 4.9 3.2 0.1 29.50%

Bukit Batok 44.0 33.5 0.7 9.8 15.0 8.0 8.9 1.5 0.2 24.09%

Pasir Ris 40.6 31.2 0.7 0.1 12.2 18.2 7.7 1.6 0.1 23.15%

Kallang 36.5 28.1 5.7 9.9 8.0 4.5 7.8 0.2 0.4 23.01%

Clementi 30.1 23.2 1.2 10.5 8.5 3.0 5.1 1.6 0.2 22.92%

Hougang 64.3 50.4 1.5 9.6 25.3 14.0 7.7 6.1 0.1 21.62%

Geylang 37.5 29.4 4.5 10.5 9.8 4.6 6.3 1.3 0.4 21.33%

Total 1,225.3 981.1 68.8 223.4 392.3 295.8 170.8 69.2 4.2 19.93%

Bukit Panjang 41.2 34.3 0.9 3.5 15.6 14.3 5.6 1.3 – 16.75%

Ang Mo Kio 62.6 52.4 5.6 25.5 14.8 6.5 5.0 4.9 0.3 16.29%

Queenstown 35.5 29.9 3.6 14.4 7.9 4.0 4.5 1.1 0.1 16.06%

Choa Chu Kang 49.3 43.4 1.6 1.6 21.0 19.2 5.0 0.9 0.1 12.17%

Jurong East 25.5 22.9 1.0 6.2 8.0 7.6 2.5 – 0.1 10.20%

Outram 8.4 7.6 2.5 2.6 1.7 0.9 0.8 – – 9.52%

Sembawang 23.1 21.1 0.5 0.3 9.3 10.9 1.0 1.1 – 9.09%

Sengkang 64.6 59.5 1.8 2.2 28.0 27.5 4.5 0.5 – 7.74%

Jurong West 81.6 75.7 2.9 12.5 31.1 29.2 4.9 1.0 – 7.23%

Bukit Merah 55.2 51.3 12.0 15.9 14.3 9.1 3.6 0.1 0.2 7.07%

Punggol 33.2 31.8 1.8 1.9 14.7 13.4 1.4 – – 4.22%

住宅種別世帯数(単位：1000)

出所：2015 General Household Survey

①Choa Chu Kang
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立地候補地の南側でTengah住宅街開発が予定(2018年以降順次完成)されてお
り、近隣の人口集積が進む予定。

《参考》 Tengah住宅街開発計画(1/2)

出所：The Straits Times、 HDB

背景

• Jurong地区の大規模再開発の一環として、Tengah地区に大規模住宅街の開発が計画された

 2022年に第1フェーズが建設完了のJurong Innovation Districtの近隣住宅としての位置付け

• 自然に恵まれているTengah地区で、“Forest Townコンセプト”を踏まえ、自動車よりも歩行、自転車での交通を
促進するなど。環境に優しく、持続可能な都市計画を検討

• 2014年に公表されたSmart HDB Town Frameworkというスマートシティー計画に基づいて、ICT技術を活用
したスマートソリューションを同住宅街に反映予定

施設

• 5つの住宅エリア (Plantation District、 Garden District、 Park District、 Brickland District and 
Forest Hill District)

• 住宅街の隣にあるWestern Water Catchment Area、Central Catchment Nature Reserveという保護
森林をつなげる100mX5kmの森林コリドーが用意

• シンガポールで初めて、自動車の侵入が禁止される住宅街中心部を設け、自転車、歩行を促進

• 建設予定のJurong LineMRT路線、すべての住民の家から300m以内のバス停等の交通インフラを整備

• 200,000㎡の公園、Community Farmwaysという住民向けの共同農業施設を整備

概要
• Kranji Expressway (KJE)、Pan–Island Expressway (PIE)、Brickland Road、Bukit Batok Roadと

の主要な高速道路、道路に囲まれている立地

• 約42,000戸の住宅が開発予定(団地が30,000、民間が12,000)

①Choa Chu Kang
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《参考》 Tengah住宅街開発計画(2/2)

→ Tengah住宅街の5つのエリア

→ Tengah住宅街の公園・住民向け共同農業施設

Lorong
Semangka

出所：The Straits Times、 HDB

①Choa Chu Kang


